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1.  平成24年3月期第3四半期の業績（平成23年4月1日～平成23年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第3四半期 19,678 △3.0 208 △3.4 234 △0.7 130 △7.5

23年3月期第3四半期 20,292 3.6 216 26.3 236 18.5 140 30.9

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第3四半期 26.09 ―

23年3月期第3四半期 29.36 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期第3四半期 7,204 4,330 60.1 868.40
23年3月期 5,839 4,249 72.8 852.31

（参考） 自己資本   24年3月期第3四半期  4,330百万円 23年3月期  4,249百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00
24年3月期 ― 0.00 ―

24年3月期（予想） 10.00 10.00

3.  平成24年3月期の業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 25,902 △0.2 275 24.3 299 21.1 175 20.4 35.10



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
（注）詳細は、添付資料６ページ「２．サマリー情報（その他）に関する事項」をご覧ください。 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期3Q 5,500,000 株 23年3月期 5,500,000 株

② 期末自己株式数 24年3月期3Q 513,799 株 23年3月期 513,799 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期3Q 4,986,201 株 23年3月期3Q 4,788,888 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、 
金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。 
実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期累計期間における我が国経済は、3.11東日本大震災、タイの洪水、EU圏での深刻な金融・財政危機

で、日本経済を支える自動車、精密機械、金融業などが打撃を受けました。それと比較すると内需関連はしっかり

しており、日本人は3.11で目が覚め、覚悟が決まったと言ってよく、消費面では「前向き消費」「メリハリ消費」

「つながり消費」などが芽生え、全体として前年と同水準の消費状態となってきました。 

 このような状況の中、当社では夏前までの自粛期間中に少なかったイベント需要や結婚式需要を、第３四半期中

に取り戻そうと営業活動を果敢に行いましたが、結局、埋め合わせることができず、これらは翌年へ焦点を合わせ

ることとなりました。個人需要は「つながり消費」や「前向き消費」としてのパーソナルギフト、家庭需要とも手

応えはありますが、天候に左右されます。10月下旬から11月にかけては、週末に雨が降ったり、例年以上の暖かさ

が続いたために、季節の冬物であるポインセチア・シクラメン等の需要が伸びませんでした。この傾向はクリスマ

スまで続きました。しかし、正月向けの松・千両・苔物は、全て堅調に取引され活発でありました。小売店では前

年よりさらに質の高い花が売れており、好調とは言えませんが、不調ではない花の消費動向となりました。 

 以上の結果、当第３四半期累計期間（平成23年４月～12月）の業績は、売上高19,678,846千円（前年同四半期比

3.0％減）となり、内訳をみますと、切花の取扱高18,000,108千円（前年同四半期比3.3％減）、鉢物の取扱高

1,595,710千円（前年同四半期比0.3％減）、付帯業務収益83,027千円（前年同四半期比7.9％増）となりました。

利益につきましては、営業利益208,969千円（前年同四半期比3.4％減）、経常利益234,809千円（前年同四半期

0.7％減）、四半期純利益130,083千円（前年同四半期7.5％減）と減収減益となりました。 

  

 切花、鉢物に関する品目別の概況は次の通りです。 

  

切花 

  

・輪菊では白菊が、春から夏にかけて、例年並の入荷状況で順調に推移しました。しかし販売面では、春先の仏花

需要の低迷や大型葬儀件数の減少などにより振るいませんでした。また、夏場も前年が高騰市況であったため、そ

れと比較すると相場は下落しました。お彼岸の後しばらくは、生育期の高温や品種の変更などにより、一時的に取

扱数量が減少し品薄高となりました。その後、11月頃も秋系品種を中心に出荷が遅れるなど入荷量が前年を割りま

したが、大きな需要もなかったため厳しい販売状況となりました。年末の需要期は需給バランスの取れた安定した

取引となりました。色菊は、作付減少や生育遅れなどから、春先こそ前年を下回る入荷量となりましたが、それ以

外の時期は概ね各産地順調な生育状況で、前年並みか前年をやや上回る入荷量で推移しました。白菊同様、お彼岸

後には全国的に品薄となり、当社においても主力産地からの入荷が減少しましたが、他産地からの集荷強化に努め

需要に応えました。 

・小菊は、仏花需要が少なく相場が低迷した春先は、産地において出荷を調整する動きもあり、入荷量が伸び悩み

ました。お盆・お彼岸の需要期は、猛暑による高温から深刻な品薄となった前年と比べると、本年は順調な生育状

況で、充分な入荷量となりました。販売面からみても、お盆・お彼岸の需要期は量販店や花束加工業者向けの取引

などを中心に好調でした。お彼岸後には白菊同様、入荷量が不足し価格が上昇しました。これは主力産地において

台風の影響を受けたことや作付けが少なかったことによります。年末の需要期は例年並の出荷となり安定した取引

となりました。 

・スプレー菊は時期によっては生育遅れなどが見られる産地もありましたが、概ね前年並みの入荷量となりまし

た。しかし、前年は夏以降、猛暑の影響から小菊が深刻な品薄となったことを受けスプレー菊の価格も上昇したた

め、それに比べると価格は下がり、販売金額で比べた場合も前年をやや下回りました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

キク類 売上金額 千円3,849,590 （前年同期比6.7％減） 

  取扱数量 千本80,256 （  同  2.0％増） 
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・バラは震災後の自粛ムードによって、ブライダルやイベント等のキャンセルが響いた春先には、業務需要を中心

に販売が低迷しましたが、母の日を経て少しずつ回復しました。しかし、暑さのため日持ちしにくい花材であるこ

とに加え、今年は節電により室温が例年より高めであったこともあり、夏場の販売は厳しいものとなりました。秋

から冬にかけては、ブライダルなどの業務需要に加え、バラフェアー開催といった小売店の需要が中心となりまし

た。12月に入ると、急激に寒くなったことが影響し、クリスマス需要期に入荷量がやや落ち込みました。そのこと

もあり各色とも比較的好調な販売となりました。 

・カーネーションは、母の日販売において、事前の注文こそ前年に届きませんでしたが、間際での駆け込み需要な

どは活発でした。7～8月にかけては季節品目に潤沢感あり、需要がそちらに流れたため、カーネーションは安値基

調で推移しました。10月に入ると翻って季節品目が品薄傾向となったため、それらに代わるものとしての需要もあ

り、引き合いがやや強まるも、11月は仏花需要なども低迷したため厳しい販売状況となりました。12月は国産が急

激な冷え込みの影響などで生育が遅れ品薄傾向となり、輸入品も慎重な出荷となったことで、クリスマスや年末の

需要期にかけては堅調な取引となりました。 

・洋ラン類では、デンファレがブライダルや各種イベント等の需要で白系を中心に引き合いがありましたが、低

温・雨季・台風や洪水被害といった天候による影響を受けたことで入荷量は減少しました。オンシジュームは生育

期の低温など天候不順のため生産サイクルにずれが生じ、9月に大幅な品薄となり下位等級品から上位等級品まで

単価高になりました。しかし10～11月には遅れていたものが出荷されたことで急増し、潤沢感から安値となり量販

店を主体とした取引となりました。 

  

・ユリ類では、テッポウユリが春先に前年を上回る潤沢な入荷となりました。しかし、仏花などの需要に乏しく、

相場は低迷しました。夏はお盆・お彼岸需要期を中心に堅調な取引となりました。秋以降の入荷量は、猛暑の影響

から大きく減少した前年と比べると増加しています。しかし球根の質が優れないなど輪数不足や丈の不足が見ら

れ、需要に対しては全国的に品薄傾向となり、堅調な取引が続きました。オリエンタルユリは、期間の合計で比較

するとほぼ前年並みの入荷量となりましたが、10月から11月にかけての産地が切り替わる時期に暖かかったことで

開花が進み潤沢な入荷になるなど、時期によってはやや不安定な状況となることもありました。販売面では、自粛

ムードの残る春先や、潤沢感のあった秋にかけては厳しい状況となりましたが、ブライダル需要における白系、品

薄感のあった8月、12月の年末需要期にかけては引き合いも強まりました。   

・アルストロメリアは、前年の特に夏以降、猛暑による影響を受けたことで出荷が減少、価格も高めでありまし

た。それに比べると本年は安定した出荷で、前年を上回る取扱数量となり、潤沢感から価格も前年を下回る水準で

推移していました。しかし12月は年末の需要期を前に急激な冷え込みとなり開花が遅れる産地もあり、品薄感から

価格が上がりました。販売面ではブライダル需要などを中心に、白系・ピンク系の引き合いが強めでした。 

・ダリアは、他品目同様、前年の入荷量が猛暑の影響で少なかったこともあり、前年と比べると、入荷量が大きく

増加しました。それに伴いやや価格を下げていますが、数量の増加がそれを上回っているため、販売金額でも前年

を越える結果となりました。ダリアフェアー開催などによる小売需要、白系・赤系を中心としたブライダル需要な

どによって好調な取引となりました。 

・季節商材では、例年ですと、チューリップやアイリス、水仙などが年末にかけて活発に取引されますが、今年は

秋が暖かく、開花時期が早まり、出荷が前倒しになるなどしたため需要期に不足しました。 

  

洋ラン・バラ・カーネーション 売上金額 千円4,535,830 （前年同期比 1.5％減） 

  取扱数量 千本75,266 （  同   1.9％増） 

球根類 売上金額 千円2,748,044 （前年同期比 2.7％減） 

  取扱数量 千本29,982 （  同   2.7％増） 
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・トルコギキョウは、前年を下回る入荷量となることが多く、そのため堅調な取引が続きました。前年に比べ数量

が減少した要因としては、国内産地において、震災のため作付け時期が遅れたこと、生育期が低温だったことや出

荷時期に台風の影響を受けたことなどが挙げられます。11月以降は海外産地からの入荷が始まったことで、月単位

の入荷量は前年並みに戻りました。しかし、12月には前年を上回る入荷量となったにもかかわらず、年末需要に加

え葬儀件数も増えたことなどから、需要に対して不足気味となり、堅調に推移しました。 

・カスミソウは、期間の入荷量合計では前年と同程度となりましたが、時期によっては、震災による作付け遅れや

冷え込み・豪雨といった影響を受けたことで、入荷が不安定になることもありました。そのため、葬儀・婚礼等の

業務需要を中心に、不足している時期には引き合いが強まるなど、入荷量次第の相場展開となりました。特に12月

には主力産地で開花が早まったため、年末需要期に供給量が不足気味で、堅調な取引となりました。 

・ガーベラは、春先の冷え込みや主力産地における台風の影響などから、入荷量が前年を下回りました。特に冬に

かけて、低温が続き暖房を炊ききれなかったことで、生産量が伸び悩んだため、12月のクリスマス需要においては

赤系が、年末需要においては各色の引き合いが強まりました。 

・季節商材では、ハロウィンシーズンのカボチャが、主力産地において生育期の長雨などの影響から、需要の多い

上位等級品などが少なめの入荷となりました。そのため、他産地からの集荷にも努め、結果的に前年を上回る取扱

数量となりました。その他、秋から冬にかけての季節商材の多くは、10月以降も暖かい日が続いたことや、12月に

入ると一転して気温が下がったことなどで、不安定な出荷状況となりました。例えばスイートピーは大幅な品薄と

なり、単価高で推移しました。ストックは例年並の入荷量で始まりましたが、12月に入ると主力産地において雪が

降るなどしたため、入荷量が減少しました。そのため、葬儀関係の需要や年末需要によって引き合いが強まりまし

た。 

  

・枝物は春の低温や冷え込みによって4～6月にかけては出荷時期が遅れるものもあり、入荷量はやや減少しまし

た。夏は、猛暑で品薄傾向であった前年に比べると国内各産地とも順調な生育状況だったこと、輸入品においても

ヒペリカムなどが安定した入荷であったため、前年を上回る取扱数量となりました。それ以降は、秋になっても暖

かい日が続いたため紅葉物などを中心に品薄傾向、同時に品質も優れないことから低調な販売状況となりました。

年末に欠かせない商材である松は、春先の低温、夏場の高温・干ばつといった天候要因から、上位等級品を中心に

全国的な品薄傾向となる中、当社では近年需要が高まっているカラゲ松などを中心に集荷強化に努め、前年並みの

取扱数量となりました。 

・葉物は、震災後の相場が不安定だった春には、輸入品を中心に状況を見極めようとする動きがあり、入荷量が減

少しました。その後、相場の回復とともに入荷量は戻りました。夏から秋にかけては台風により国内の主力産地か

らの出荷が減少するなどし、輸入品の集荷強化に努めました。11月以降は引き合いが弱く、安値基調のまま年末を

迎えるに至りました。 

  

草花類 売上金額 千円4,523,199 （前年同期比 3.0.％減） 

  取扱数量 千本88,574 （  同   2.4.％減） 

枝物・葉物 売上金額 千円2,343,442 （前年同期比 2.1％減） 

  取扱数量 千本46,018 （  同   2.2％減） 
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鉢物 

  

・洋ラン類では、主力であるファレノの入荷量が減少しました。そのため、前年を上回る価格帯で推移しています

が、入荷量の減少を補いきれず、販売金額ではわずかに前年に届きませんでした。入荷量の減少は、震災後の先行

き不透明感から生産量が減ったこと、計画停電や節電の影響から温度管理が十分に出来なかったことなどによりま

す。また10月以降は、冬のギフト商材として定番でもあるシンビジュームが潤沢な入荷となりましたが、売れ行き

が鈍く振るいませんでした。 

・花鉢類では、母の日向けカーネーションが、事前のカタログ販売等においては振るいませんでしたが、直前の駆

け込み需要は旺盛で、活発に取引されました。夏は暑さのため、各品目、入荷量の減少や品質の低下が見られ、販

売も低迷しました。また、今年は10月に入っても夏日を記録するなど秋になっても暖かく、コスモスなどの季節商

材は生産・販売ともに振るいませんでした。同様にシクラメンも秋の暖かさが生産に影響し、需要期を外れての出

荷となったり、品質が優れなかったりしたため、盛り上がりに欠けました。ポインセチアは一部のピンク系は人気

があり、好調な取引となりました。 

・苗物類は、前年を上回る入荷量、販売金額となりました。これは春先の天候が穏やかだったためガーデニング需

要が活発であったこと、節電対策としてグリーンカーテン関連の商材に注目が集まったことなどによります。また

例年ですと、夏場の取引は低迷しがちですが、今年は夏場にまとまって暑さが落ち着いた時期があり、その間には

よく取引されました。秋に入ってからはパンジー等の花壇苗を中心に取引されました。パンジー等の花壇苗は暑さ

に弱いこともあり、前年は夏の猛暑による影響を受け品薄傾向だったため、それに比べると本年は例年並の取扱い

に戻りました。 

   

（２）財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末と比較して1,364,764千円増加し、7,204,607千円とな

りました。その主な内訳は資産につきましては、現金及び預金の増加537,091千円、売掛金の増加1,062,348千円、

有価証券の減少100,000千円であります。  

 負債につきましては、前事業年度末と比較して1,284,542千円増加し、2,874,603千円となりました。その主な内

訳は、受託販売未払金の増加1,171,861千円であります。 

 純資産につきましては、前事業年度末と比較して80,221千円増加し、4,330,003千円となりました。これは利益

剰余金が80,221千円増加したことによるものであります。 

   

（キュッシュ・フローの状況） 

  当第３四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。  

 営業活動によるキャッシュ・フローは、仕入債務の増加等により増加した資金は418,289千円（前年同四半期比

29.8％減）となりました。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、関係会社への貸付等により使用した資金は20,162千円（前年同四半期比

90.8％減）となりました。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払等により使用した資金は61,035千円（前年同四半期は自己

株式の処分などで増加した資金573,756千円）となりました。 

 この結果、当第３四半期会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、前事業年度末より337,091千円増加し、

2,758,786千円となっております。 

   

（３）業績予想に関する定性的情報 

 平成23年５月13日に公表いたしました業績予想から修正は行っておりません。 

鉢物 売上金額 千円1,595,710 （前年同期比 0.3％減） 

  取扱数量 千鉢7,094 （  同   3.8％増） 
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（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

①簡便な会計処理 

 税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。  

  なお、法人税等調整額は「法人税等」に含めて表示しております。 

  

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。 

   

   

 該当事項はありません。 

   

   

２．サマリー情報（その他）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期会計期間 
(平成23年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,421,694 2,958,786

売掛金 1,107,058 2,169,406

その他 272,284 180,830

流動資産合計 3,801,036 5,309,023

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 164,825 154,310

工具、器具及び備品（純額） 202,700 192,037

その他（純額） 125,167 138,342

有形固定資産合計 492,693 484,689

無形固定資産 67,603 56,825

投資その他の資産   

関係会社株式 603,735 603,735

長期前払費用 189,715 172,835

その他 727,551 623,523

貸倒引当金 △4,892 △8,426

投資損失引当金 △37,600 △37,600

投資その他の資産合計 1,478,508 1,354,068

固定資産合計 2,038,806 1,895,583

資産合計 5,839,842 7,204,607

負債の部   

流動負債   

受託販売未払金 815,942 1,987,804

買掛金 21,728 45,666

未払法人税等 46,290 52,715

賞与引当金 30,010 19,578

その他 187,014 249,568

流動負債合計 1,100,985 2,355,333

固定負債   

退職給付引当金 160,863 181,826

その他 328,212 337,444

固定負債合計 489,075 519,270

負債合計 1,590,061 2,874,603
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（単位：千円）

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期会計期間 
(平成23年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 551,500 551,500

資本剰余金 401,187 401,187

利益剰余金 3,733,827 3,814,049

自己株式 △436,733 △436,733

株主資本合計 4,249,781 4,330,003

純資産合計 4,249,781 4,330,003

負債純資産合計 5,839,842 7,204,607
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（２）四半期損益計算書 
（第３四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

売上高 20,292,042 19,678,846

売上原価 18,303,216 17,745,721

売上総利益 1,988,825 1,933,124

販売費及び一般管理費 1,772,551 1,724,155

営業利益 216,273 208,969

営業外収益   

受取利息 3,397 3,587

受取配当金 6,275 10,500

その他 10,551 11,753

営業外収益合計 20,223 25,840

営業外費用   

雑損失 143 －

営業外費用合計 143 －

経常利益 236,354 234,809

特別利益   

貸倒引当金戻入額 3,245 －

特別利益合計 3,245 －

特別損失   

リース解約損 107 －

災害による損失 － 1

特別損失合計 107 1

税引前四半期純利益 239,492 234,808

法人税等 98,910 104,724

四半期純利益 140,582 130,083

（株）大田花き（7555）平成24年3月期第3四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）

－9－



（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 239,492 234,808

減価償却費 139,965 109,173

賞与引当金の増減額（△は減少） △12,855 △10,432

退職給付引当金の増減額（△は減少） 20,029 20,963

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,245 3,533

受取利息及び受取配当金 △9,672 △14,087

売上債権の増減額（△は増加） △275,854 △1,066,262

仕入債務の増減額（△は減少） 637,425 1,199,865

未収入金の増減額（△は増加） 350 95

その他 36,770 27,946

小計 772,407 505,603

利息及び配当金の受取額 10,119 13,645

法人税等の支払額 △187,001 △100,958

営業活動によるキャッシュ・フロー 595,526 418,289

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △200,000

定期預金の払戻による収入 － 100,000

有価証券の取得による支出 △100,000 －

有価証券の売却による収入 － 100,000

有形固定資産の取得による支出 △7,553 △25,594

無形固定資産の取得による支出 △6,450 △3,210

貸付金の回収による収入 54,033 48,642

関係会社貸付けによる支出 △52,000 △40,000

貸付けによる支出 △56,000 －

投資有価証券の取得による支出 △50,000 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △217,970 △20,162

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △860 －

自己株式の売却による収入 635,644 －

配当金の支払額 △50,974 △49,682

リース債務の返済による支出 △10,053 △11,353

財務活動によるキャッシュ・フロー 573,756 △61,035

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 951,312 337,091

現金及び現金同等物の期首残高 1,825,402 2,421,694

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,776,715 2,758,786
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 該当事項はありません。 

   

   

 当社は、花き卸売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

   

   

 該当事項はありません。 

   

   

 該当事項はありません。 

   

   

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（７）重要な後発事象
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（１）生産、受注及び販売の状況 

品目別売上高 

  

 当第３四半期累計期間の販売実績を取扱品目別に示すと、次のとおりであります。   

（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

２．上記の金額には、卸売業務に係る付帯業務収益（当第３四半期累計期間83,027千円）は 

 含まれておりません。 

   

   

   

   

   

５．補足情報

品目 
当第３四半期累計期間

（自 平成23年４月１日 
至 平成23年12月31日）

前年同期比 
（％） 

受託品（千円）  19,366,147  96.91

キク類（千円）  3,788,852  92.89

洋ラン、バラ、カーネーション（千円）  4,528,673  98.61

球根類（千円）  2,745,674  97.34

草花類（千円）  4,510,525  96.96

枝物・葉物（千円）  2,248,576  98.09

鉢物（千円）  1,543,845  99.77

買付品（千円）  229,671  99.15

キク類（千円）  60,737  

洋ラン、バラ、カーネーション（千円）  7,157  

球根類（千円）  2,370  

草花類（千円）  12,673  

枝物・葉物（千円）  94,866  

鉢物（千円）  51,865  

合計（千円）  19,595,818  96.94
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